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2023-24年度
夜間例会

8月30日　第8回
日時／令和5年8月30日（水）18:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

　　　　　　　　まずは、慶應義塾の関係者の皆様、慶応義塾
高校の107年ぶりの甲子園優勝おめでとうござ
いました。先週の例会後の理事会で、太田パス
トガバナーが野球・野球と言ってソワソワされ
ている様子が大変微笑ましく印象的でした。縁

者の慶事で関係者が盛り上がる姿を見ると心が和みます。
さて、本日は丹生ガバナー補佐をお迎えし、来月13日の吉岡

ガバナー公式訪問に向け、本年度のクラブ活動計画についてご
指導いただくクラブ協議会を予定しておりましたが、ガバナー
補佐が体調不良で欠席ですので、五大奉仕委員長にお願いして
おりました活動計画の報告に代えて、出来立てのクラブ計画書
に沿って、私から今年度の重点項目を皆様にご説明する事にし
ます。

また、本年度新た
に設けました鎌倉芳
太郎顕彰プロジェク
ト委員会の計画につ
いては、当初の予定
通り堀委員長にお話
ししていただく事と

しました。ロータリー歴の浅い会員も多くなってきましたの
で、せっかくの機会ですから、クラブ計画書の読み方をお示し
できれば幸いです。

二 コ 二 コ 箱

黒渕会員「新会員の黒渕です。今後ともよろしくお願いします。」

森　会員「なかなか例会出席できず申し訳ないです。今日もお先に失
礼いたします。9/10（日）一日会、久々ですのでがんば
ります!」

計￥13,000　　合計￥91,000

会員掲示板
●メークアップ／2名

ロータリーソング「４つのテスト」
ソングリーダー「村上会員」

2023-24年度 9月6日　第9回
日時／令和5年9月6日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

プログラム／卓話　上野賢司 会員

　　　　　　　　新会員の香西一寿様、入会おめでとうござい
ます。香西会員の入会で、会員数は60名に戻り
ました。現在、更に2名の入会候補者がおり、
今月中には皆さんに紹介カードを回覧する予定
です。9/2（土）香川分区米山協議会に参加し

ました。今年度の香川分区米山奨学生の出身国は、中国3名、
ベトナム2名、モンゴル1名（バトドルジ君）で、バトドルジ君
は他クラブからの卓話依頼が多く人気者だそうです。今回の協
議会は、就職活動や休暇で中国の奨学生3名が不参加でした。
先月の卓話研修会も同様の理由で奨学生の参加は２名のみだっ
たそうです。バトドルジ君はいずれも参加していますが、県内
の全クラブを集めて行う協議会へ半数の奨学生が不参加という
のは問題ではないかと思いました。夏休みで欠席というのは認
められないのではないでしょうか。地区委員はご苦労があるで
しょうが、奨学生が参加できる時期に協議会を開催すべきでは
ないでしょうか。本日は、ヨーロッパ帰りの上野会員の新会員
卓話です。上野会員よろしくお願いします。

　　　　　　　「お客さま一人ひとりに、日々研鑽」
3月1日からロータリー新会員になりました上

野です。高松市で料理とワインのお店ジョカー
レの店主をしています。お客様に「なぜこの
仕事を選んだの?」とよく聞かれる事がありま
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す。僕の中では生きて行く上で一番長い時間たずさわる事が仕
事なのだから、自分に飽きがこないことを仕事にしよう!

あるとき、食べ物を作る事っていつも楽しいと思うことに気
づきました。そこで料理を仕事にしたいなと思い、さっそくイ
タリア料理店に入りました。 理由はお店で食べるイタリア料
理が大好きだったからです。 仕事としてやっていくうちにだ
んだん奥深い料理の世界にのめり込む様になります。 決して
楽な仕事ではなく、労働時間も長いし、体力も要ります。いい
と思える給料をもらえるわけでもなく、情熱と未来への希望だ
けが支えでした。 今の時代では考えられない職場環境です。
せっかく一生この仕事をしようと選んだのだから何か目標をた
てなければと思い、料理の本を出せる様な料理人になりたい、
海外の星付きのレストランで修行して日本に帰って来よう。と
云う目標を立てました。その頃の料理業界では海外のミシュラ
ンで修行して帰ってきて有名になるとのセオリーがありました。

まずは技術と言語かと思い、技術は諸先輩方を見様見真似か
ら、言語はイタリア語を英会話学校で習ってみました。そう思
いながら仕事をしてみると気づけば、お店の仕事は全てこなせ
る様になり、毎日同じ事の繰り返しになってきて、もっと色々
な所をみてみたいと思う様になりました。今思うと相当な未熟
者なのに偉そうな考えをしていたものです。 もう少し料理技
術を磨きたいと云う事で、フランス料理でホテルに入りまし
た。 初めてのフランス料理は大変でした。大きな厨房で使っ
ていた道具や厨房設備などは最先端の物、技術的には初めて見
る内容ばかりで新鮮でした。その時のホテルでの仕事はと云う
と一日中ほとんど洗い物だけです。そんな中、仕事が続けられ
たのは当時の料理長がいたからでした。誰もいない時に基礎的
な仕事をすこしずつ教えていただきました。僕が今、仕事をで
きているのは、その時に教わった基礎的な技術があるからだと
思います。

あっという間に2年半の月日が流れ、当時25才だった僕は友
人の誘いを受けてカフェとパン屋さんとケーキ屋さんが併合す
るお店で雇われシェフとして働き始めました。素敵な環境でし
た。スタッフは沢山いて、仕事は自分で決められるし、ホテル
と比べたら居心地が良すぎました。何よりお客様との距離が近
く、作った料理を食べてもらえる瞬間が目の当たりにできまし
た。当時お客様との距離が近いと言えば寿司屋か割烹のカウン
ター位のものでした。そこでは色々と料理や食材を通したイベ
ントをする事で生産者の方や他業種の方とのコミュニティもで
きて、違った視点から料理と云う仕事を見る事もできました。
居心地のよさから海外のミシュラン星付きレストランで働くと
云う目標を立ててたのを忘れかけていました。

早く海外へ行かなければと思い、急いで仕事の引き継ぎをし
て海外渡航の準備をしました。旅行ではなく、行ったらすぐに
は帰れない仕事です。英語もままならない、イタリア語など喋
れない。その時の自分にあるのは勢いとやる気だけでした。

まぁ、行けば何とかなるかとの思いで、 最初はイタリアのト
リノにある語学学校に行き、少しだけイタリア語を勉強して、
トリノ郊外のカルーソと云う街のガルデーニャと云う一つ星の
レストランです。古い街並みの中に溶け込む様な映画で出てき
そうな所でした。初めてイタリア国内のレストランで見るもの
全てが新鮮で素敵な空間でした。色々と体験してきました。お
昼のお休みが3時間位あり、ゆっくり食事をしてコミュニケー

ションをとり、リラックスして自分達の時間を大事にすると
いった感じです。中でもモンブランに登ったのは感動的な体験
です。ちょうど夏だった事もあり素敵な景色でした。ガルデー
ニャでのレストランの仕事は本格的で一皿に3人がかりで作る
チームの仕事で料理を作る人だけで10人もいる厨房でした。
シェフが女性だった事もあり華やかな盛り付けや、繊細な仕事
を見る事ができました。半年たった頃、今度は中部イタリアの
パルマにあるレビオーレのレストランに移動しました。理由は
日本人が余りいない所に行きたかったことと、もっとアット
ホームな状況でイタリア料理を見てみたかったからです。そこ
のレストランは家族経営で地元の食材、料理を大事にしながら
魚介も扱う僕の理想的な場所でした。ここで会得したことは、
肉料理の本場であるヨーロッパでは動物達が食べる物自体から
整えられているのです。 シェフが料理を考える時はその食材
の育った場所や食べている物を作るお皿の中に落とし込みなさ
いと教えてくれました。今でも料理を考える上で大事にしてい
る事です。食材に関する事でもう一つ、チーズ文化のイタリア
人でも感覚的なものは日本人とそう変わらないのだなと感じた
出来事でした。ここでの体験が今の料理に生かされていると思
います。自分がいる場所の文化や風土をいかにお皿に落とし込
むかが大切だと考えます。約2年あまりの大事な体験でした。

そして、30歳の夏、日本に帰ってからの目標は自分のお店を
持つ事でした。地元高松・桜町のイタリアレストランで働く事
を選びました。2年間現地で過ごした内容を出し切りたいと言
う思いが強く、使う食材や調味料など全てイタリアの物でトラ
ディショナルな料理に現代的なアプローチを気かした物を作っ
ていました。高松のレストランなので地元魚介類を扱う事の面
白さにもひかれていきます。イタリアでシェフに言われた「そ
の食材が食べて育ったものや、環境をお皿に反映させよう」、
その考えをこの地で再現しようとも考えていました。そこから
地元の食材やその周りの環境を調べて新しい料理を作っていま
した。 美味しい魚介類が豊富な瀬戸内の魚に触れるにつれて、
もっと食材を美味しくいかせないかな?と思うようになり、お
店を出す前に魚の勉強で締めくくろうと、高松市のお寿司屋
さんで2年ほど学ばしていただきました。魚や魚介類のさばき
かたや下処理は日本のお寿司屋さんが一番だと思います。 そ
れと僕がもう一つ感じでいたのはカウンターでの居心地の良さ
でした。色々な所に食べに行きましたが、目の前で作ってくれ
る料理は見るにも楽しく、テーブルで食べる料理とはまた違っ
た魅力を感じずにはいられませんでした。洋食文化にはない日
本のサービスは何度も通いたくなる理由が沢山あると思いまし
た。対面の会話、手に取る器、気づかい、目に見える景色、人
間の温かみなど、料理店なのですが料理には関係しない所に大
事な意味があるのだと感じました。お客様に料理を作る過程を
見てもらい、距離感も近いカウンターでお店を作りたいと思い
ました。今のジョカーレのカウンターと魚介類中心のイタリア
料理店がまさに作りたかったお店です。僕が料理を作るにあ
たって大事にしている事はまず食材、朝に仕入れた新鮮な魚介
類を適切な処理をして一番美味しい時間帯に提供する事、鮮度
のいい素材の力は美味しい料理には欠かせません。季節を感じ
られるメニュー構成にする事、日本には四季があり、それぞれ
の季節に美味しい食材 がたくさんあるからです。それとお客
様一人一人の為の料理を作る事、メニューはある程度その日に
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決まっていますが、味の好みや、好き嫌い、その日の気分など
は、人によっても日によっても変わるものなので お客様の好
みに応じて作る料理を変えていくとゆうスタイルです。多種多
様な飲食店が多くありますが、そのなかで一年に一回は行きた
くなるようなお店作りをしていきたいと思っています。今仕事
ができているのも多くのお客様のお陰で成り立っています。 
日々料理を研鑽して少しでも美味しい物を提供したいと思って
おりますので宜しくお願いします。ご清聴ありがとうございま
した。
（紙面の都合で割愛部分があります。上野会員ご自身の文書

は高松南ホームページに掲載します）

二 コ 二 コ 箱

木田会員「誕生祝いありがとうございます。」

藤田会員「短期交換派遣に参加させていただいた愚息が無事に帰国
し、9/3に地区の委員会で報告発表させていただきまし
た。ありがとうございました。」

計￥4,000　　合計￥95,000

会員掲示板
●メークアップ／1名

ロータリーソング�「君が代、四季の歌」�
��「バースデーソング」

ソングリーダー「上野会員」

2023-24年度
ガバナー公式訪問例会
9月13日　第10回

日時／令和5年9月13日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

本日は、吉岡宏美ガバナーの公式訪問です。ガバナーアドレ
スの前に少しだけお話しします。例会前の会長幹事懇談会で地
区や各クラブの財務内容についてお話を伺いました。会場費や
食事代の値上げを受け入れざるを得ず、会費値上げを行ってい
るクラブもあるとのことです。当クラブも会費の値上げを検討
する時期に来ていると思いますが、安易に会費値上げを行うの
でなく、まずは支出の詳細を把握し、削減可能なものがあるか
吟味し、総合的にクラブの財務について検討していきます。吉
岡ガバナー、本日は宜しくお願いします。

　　　　　　　　皆様こんにちは
本日は、ガバナー公式訪問の時間をいただき

ありがとうございます。
今日お話しさせていただきますのは、

1. メルボルン国際大会での思い出
2. ロータリーの歯車を地域の歯車とうまくかみ合わせる取り組み
3. 楽しいロータリーづくり

さて、本年5月27日から31日にかけて、ロータリー国際大会
がメルボルンで開催されました。多くのロータリアンが参加し
盛大な楽しい国際大会でした。日本からも多くのロータリアン
が参加をされました。その中でメルボルンでともに行動させて
いただいた、若者について、お話します。毎日、夕食をともに
しながら非常に若い会員の参加者が気になっていました。ある
時、彼とお話をする機会をえることができました。彼の年齢は
20歳、祖父の勧めでロータリーに入会したとのこと、祖父から
は、学校では学業としての知識を得ることはできるが、社会の
こと、社会の人々、社会人としての生き方を学ぶことはできな
い、社会の人々と交流をし、社会を学ぶためにはロータリーク
ラブに入会するのが良いと費用も負担いただきロータリー入会
を勧められたとのことでした。そして、今世界大会にも参加し
て勉強をしていると説明していただきました。私は、せっかく
若い年齢でロータリーに入会されたのだから、ガバナーをめざ
してほしいとお話ししました。ガバナーについても説明させて
いただきました。彼は、「35歳までにロータリーをしっかり学
びガバナーを目指して頑張ります。」と話してくれました。皆
様にお願いです。これからはもっと若い会員の入会を進めてく
ださい。現実に20歳のロータリアンがいるのです。そして女性
の会員がこれからのロータリーの活性化には必要なのです。

次に、ロータリーを地域、社会の皆様に知っていただく、理
解していただくことに取り組みましょう。そのためには、ロー
タリーの各種事業や活動に、地域の皆様の参加をお勧めしま
しょう。地域や社会の様々な課題を解決するための活動を地域
で様々な活動をされている団体や、サークルの皆様に一緒に活
動する機会を作っていきましょう。そして、地域の皆様と共同
した社会活動を共に共有しながら新たな活動を始めましょう。
このような活動が地域、社会の皆様にロータリーの活動を理解
していただくことになり、ロータリーの活動を評価していただ

会長挨拶 会　長　熊田　浩

ガバナー公式訪問 RID2670　2023－ 3024　ガバナー　吉岡宏美 様�

幹事報告 短期交換帰国報告
藤田会員

誕生祝スピーチ
中村耕太郎会員

誕生祝スピーチ木田
会員

田中秀樹会員
カクテルパーティーの案内

野球部活動報告
今城会員

香西新会員紹介者白井直前会長香西一寿新会員
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くことにつながります。ご一緒に活動させていただく皆様から
ロータリークラブに入会していただく方が生まれるかもしれま
せん。ロータリーの歯車と社会の歯車をかみ合わせましょう。

ロータリークラブがロータリーの主役です。活動の主体はク
ラブです。そのためにはロータリークラブは楽しい場所、人と
しての成長の場所、そして居心地のよい場所でなくてはいけま

せん。ロータリークラブでの活
動に楽しさを感じ、会員の楽し
さを共有することに努めましょ
う。ロータリークラブの活動が
会員や多くの皆様から評価さ
れ、期待されるクラブづくりに
努めましょう。楽しいクラブに
新しい会員をお誘いしましょ
う。そして、さらに楽しいクラ
ブづくりに全員で取り組みま
しょう。

二 コ 二 コ 箱

丹生兼宏ガバナー補佐（小豆島RC）「本年一年、ガバナー補佐よろし
くお願いします。」

吉岡宏美ガバナー（ガバナー事務所）「ガバナー公式訪問よろしくお
願いいたします。」

熊田会長「吉岡ガバナー、公式訪問ありがとうございます。」

伊藤会員「お先に失礼いたします（さきほど異動の内辞が出まして私
はステイですが対応のため帰らせていただきます）。」

豊田PDG「ガバナー公式訪問大歓迎。」

平井会員「第一回1日会ゴルフ準優勝しました。田中さん、白井さん
お世話になりました。1日会は昨年より5回の開催となり
ます。よろしくご参加くださいませ。」

香西会員「ロータリー入会記念。皆様よろしくお願いいたします。」

田中（理）会員「ハンディキャップに恵まれて、先日の1日会で優勝
することができました。ご参加いただいた皆様、ありがと
うございました。」

ソバハニ会員「吉岡ガバナー、ようこそ高松南ロータリーへ。私はア
メリカから日本に、高松に来て36年。ロータリーに入っ
て本当に良かったです。」

計￥3,300　　合計￥128,000

会員掲示板
●メークアップ／8名

ロータリーソング「我等の生業」
ソングリーダー「平井会員」

2023-24年度 9月20日　第11回
日時／令和5年9月20日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

プログラム／卓話「ロータリの友について」増尾　茂之

　　　　　　　　先週は吉岡ガバナーの公式訪問でしたが、当
日の夜に香川第１分区の会長幹事会がありまし
た。例会場の変更を検討しているクラブの報告
や、奉仕活動に熱心に取組んでいるクラブの報
告を聞き、有意義な情報交換ができました。

9/16（土）には、住田幹事、中村秀明会員と徳島で行われたク
ラブ活性化委員会に参加しました。会員増強や退会防止につい
て７名のガバナー補佐からお話を伺いましたが、改めて、クラ
ブの「居心地の良さ」、「会員相互の思いやり」が重要だと感じ
ました。本日は、新会員候補者2名の紹介カードを回覧します。
今月は「基本的教育と識字率向上月間」「ロータリーの友月間」
となっております。なぜ、9月が「基本的教育と識字率向上月
間」なのか、それは9月8日が「国際識字デー」だからです。こ
れは、1965年9月8日からイランで開催された「世界教育相会議

（テヘラン会議）」において、当時のパーレビー国王が各国の軍
事費1日分を識字基金に拠出することを提案したのがきっかけ
で、アメリカのジョンソン大統領が米国議会に9月8日を「国際
識字デー」に制定するように呼びかけ、ユネスコが制定しまし
た。

ユネスコ憲章の前文を掲載しておきます。～文部科学省HP
より～
「この憲章の当事国政府は、その国民に代って次のとおり宣

言する。戦争は人の心の中で生れるものであるから、人の心の
中に平和のとりでを築かなければならない。相互の風習と生活
を知らないことは、人類の歴史を通じて世界の諸人民の間に疑
惑と不信をおこした共通の原因であり、この疑惑と不信のため
に、諸人民の不一致があまりにもしばしば戦争となった。ここ
に終りを告げた恐るべき大戦争は、人間の尊厳・平等・相互の
尊重という民主主義の原理を否認し、これらの原理の代りに、
無知と偏見を通じて人間と人種の不平等という教義をひろめる
ことによって可能にされた戦争であった。文化の広い普及と正
義・自由・平和のための人類の教育とは、人間の尊厳に欠くこ
とのできないものであり、且つすべての国民が相互の援助及び
相互の関心の精神をもって果さなければならない神聖な義務で
ある。　政府の政治的及び経済的取極のみに基く平和は、世界
の諸人民の、一致した、しかも永続する誠実な支持を確保でき
る平和ではない。よって平和は、失われないためには、人類の
知的及び精神的連帯の上に築かなければならない。これらの理
由によって、この憲章の当事国は、すべての人に教育の充分で
平等な機会が与えられ、客観的真理が拘束を受けずに探究さ
れ、且つ、思想と知識が自由に交換されるべきことを信じて、
その国民の間における伝達の方法を発展させ及び増加させるこ

会長挨拶 会　長　熊田　浩

ガバナー公式訪問集合写真

丹生兼宏ガバナー補佐
（小豆島RC）

ソングリーダー
平井信一会員

白井克彦
直前会長

バナー交換
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と並びに相互に理解し及び相互の生活を一層真実に一層完全に
知るためにこの伝達の方法を用いることに一致し及び決意して
いる。その結果、当事国は、世界の諸人民の教育、科学及び文
化上の関係を通じて、国際連合の設立の目的であり、且つその
憲章が宣言している国際平和と人類の共通の福祉という目的を
促進するために、ここに国際連合教育科学文化機関を創設す
る。」

もうひとつの月間テーマ「ロータリーの友月間」について
は、本日の卓話で増尾広報委員長に話してもらいます。増尾委
員長、宜しくお願いします。

　　　　　　　「ロータリーの友について」
今月はロータリーの友月間である、と同時に

9月は基本的教育と識字率の向上月間でもあり
ます。世界の識字率分布をみてみますと、アフ
リカ大陸で赤道直下の国々やアフガンが識字率

50％以下です。2015年に国連総会で採択された「持続可能な
開発目標SDGsでは、識字の重要性が強調されています。SDGs
の教育分野に関する目標④「質の高い教育をみんなに」には

「2030年までに、すべての青年と大多数の成人が男性も女性も
含めて、識字と簡単な計算ができるようにする」という目標が
定められています。公平な社会と公正な商取引は識字率の向上
からといわれています。ロータリアンの一員として非識字のた
めに苦しむ人たちを救済する努力を続けてゆく必要があります。

また、もう一つの「ロータリーの友」についてですが、国
際ロータリー（RI）本部で編集・発行しているRIの機関雑誌

『The Rotarian』に加え、RIに認可された地域雑誌を「機関雑
誌」として定義されます。これらの雑誌は全世界に30誌以上あ
り、「ロータリーの友」は日本におけるロータリーの唯一の機
関雑誌です。地域のロータリークラブやロータリアンの活動を
紹介するとともに、RIに関する情報や、RIから要請された話
題や特別に指定された記事を掲載しています。また、読者であ
るロータリアンとその家族が、関心を持つような記事を取り上
げています。創刊は1953年1月号です。本年1月で創刊70周年を
迎えました。2,024年＝来年1月号から電子版を発行します。
「ロータリーの友」の名前は『主婦の友』からヒントを得た

とのエピソードも側聞します。購読料は250円+消費税＝275円
です。高松南ロータリークラブの会費に含まれています。

横組みのページと縦組みのページがあります。横組みには、
RIの指定記事、ロータリーの 特別月間の関連記事、特集など
を掲載しています。縦組みのページには地区やクラブの活動、
ロータリアン個人としての意見や経験談、職業上の知識などを
掲載しています。会員歴の浅い方や、ロータリアン以外の方が
お読みになっても、ロータリーの理念や活動がお分かりいただ
けるよう編集しています。同時に、役立つ生活情報、 社会生活

の話題を取り上げることで、内容の充実を図っています。その
ためにも、ロータリアンの投稿、情報提供が待たれています。
誌面の充実にご協力をお願いします。

また、私たち高松南RCでは、毎月、会報としてマンスリィ
レポートを月はじめの例会に発行を目標に例会報告を主内容に
して刊行しています。

引きつづき、担当の編集後記2023年6月号
のロータリーソング「我等の生業」の歌詞と
作詞当時の社会背景にからめて、皇国史観を
語りつつ、「久遠の平和」に私たちロータリ
アンがなすべきことの私見を述べた。

二 コ 二 コ 箱

田中（理）会員「お先に失礼いたします。」

藤田会員「このたび、全国商工会議所連合会より女性起業家大賞『エ
クセレント賞』をいただきました。今年度の受賞者は全国
で3名です。高松南ロータリークラブの皆様のご支援の賜
物です。おかげさまで〜♡」

計￥3,000　　合計￥131,000

会員掲示板
●メークアップ／7名
●ビジター／2名

ロータリーソング「奉仕の理想」
ソングリーダー「黒渕会員」

2023-24年度 9月25日　第12回
（例会変更）

日時／令和5年9月25日（月）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

プログラム／客話「首里城を３度救った三木町出身の鎌倉芳太郎」波照間永吉様

　　　　　　　　本日は、沖縄県立芸術大学名誉教授、名桜大
学大学院特任教授の波照間永吉先生に、鎌倉芳
太郎と沖縄文化についてお話いただきます。先
生は昨日開催された三木町観光協会主催の「鎌
倉芳太郎没後40年記念事業」の一環で開催され

たシンポジウムに参加される予定がありましたので、我々の例
会日を本日に変更し、鎌倉芳太郎の功績についてお伺いする機
会を設けさせていただきました。波照間先生には、過去にも何
度か当クラブの例会でお話し頂いており、篠田会長年度の平成
30年、鎌倉芳太郎生誕120周年顕彰例会でお話しいただいた内
容がクラブのホームページに詳しく掲載されています。また、
同年度の那覇南ロータリークラブ訪問と沖縄県立芸術大学訪問
の様子も掲載されていますので、会員の皆様には、本日の先生
のお話しとあわせホームページをご覧いただき、鎌倉芳太郎に
ついての理解を深めていただければ幸いです。本年度当クラブ
は、特別委員会として鎌倉芳太郎顕彰プロジェクト委員会を設
けております。友好クラブである那覇南ロータリークラブが創
立50周年記念事業として、鎌倉芳太郎沖縄顕彰会とともに首里
城に隣接する沖縄県立芸術大学構内に顕彰碑を建立する事業を
全面的に支援します。具体的には寄付集めになりますが、すで
に多くの会員にご賛同いただいておりますが、ご賛同いただけ
る方は、会長、幹事、堀委員長までお申し出ください。宜しく
お願いします。

卓　話 会報・広報・雑誌委員会　増尾茂之 委員長

会長挨拶 会　長　熊田　浩

10月8日ポリオデー国分寺清掃のご案内 中村耕太郎社会奉仕委員長

女性起業家エクセレント賞
受賞　藤田徳子会員

幹事報告お客様紹介
上野賢司会員

ソングリーダー　
黒渕忍会員
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　　　　　　　「首里城を3度救った三木町出身の鎌倉芳太郎」
波照間永吉先生による高松南RCでの客話は、

2018年10月にガーデンカフェ栗林で行った、鎌
倉芳太郎生誕120周年顕彰例会以来約5年ぶり
で、今回も貴重なお話を聞くことができました。

私（波照間）は昭和25年（1950年）に石垣（島）で生まれま
した。18歳の時に首里城跡地にできた琉球大学に進学しました
が、そこは太平洋戦争の時に旧日本軍陸軍総司令部があったと
ころで、戦禍でことごとく破壊されて何もないところだと思っ
ていました。しかし昭和47年5月15日、沖縄日本復帰の直前に
琉球政府立博物館で開催された「五〇年前の沖縄ー写真で見る
失われた文化財」で観た、鎌倉先生が大正時代に撮影し、収集
した写真やノート、工芸品、紅型、絵図などに触れ、驚愕しま
した。特に、首里城の北隣にあった円覚寺（第三代尚真王の時
代に鎌倉の円覚寺を模して建立された尚家の菩提寺・1494年建
立）の山門や文化財の写真、またその他多くの螺鈿細工などの
工芸品などを見て、当時の沖縄にこのような建築や工芸品を生
み出す文化の質や量的な力を持っていたことを知らせられまし
た。

さらに、先生が最初に2年間赴任した沖縄第一高女、師範学
校から帰京した直後、東京茗荷谷にあった沖縄県学生寮でたま
たま見つけた新聞で首里城取り壊しの記事を知り、先生の沖縄
研究の理解者であった日本建築学会の祖、東京大学の伊藤忠太
先生とともに内務省に掛け合い、とりあえず史跡名勝として指
定し、首里城解体を阻止しました。その後、首里城は国宝に指
定されました。

また、先生が遺した寸法記や写真、絵図により、首里城が
「首里城跡」として世界遺産に登録され、平成の首里城復元に
貢献したことにも触れました。

そして、大正～昭和時代に収集した型紙や習得した技法で、
自らが重要無形文化財「型絵染」保持者（人間国宝）に指定さ

れ、それを沖縄に還元させる形で、琉球紅型の復興に努めまし
た。

先生は石垣市名誉市民第一号であり、三木町名誉町民であり
ます。先生が遺した偉業を通じて、沖縄と香川の文化交流がま
すます進むことを期待します。沖縄県民は皆、先生の功績に心
から感謝しています。

今回の波照間先生の来高は、（一社）三木町観光協会と鎌倉
芳太郎顕彰会、（公財）三木町文化振興財団
が芳太郎没後40年に合わせて企画した、「首
里城を3度救った三木町出身の鎌倉芳太郎」
シンポジウムの基調講演講師としてお呼びし
たものです。

このシンポジウムおよび例会客話につきま
しては、もう少し詳しくまとめて高松南RC
ホームページに掲載される予定です。

二 コ 二 コ 箱
山地会員「ホームクラブの長期欠席のおわび。皆さま、今後ともよろ

しく!」

熊田会長「波照間先生、客話ありがとうございました。」

白井会員「本日は客話　波照間永吉先生ありがとうございました。大
変勉強になりました。今晩の有志の会でもよろしくお願い
いたします。新会員　香西会員入会ありがとうございま
す。ゴルフ・野球部にも参加有難うございます。また早々
に新会員紹介していただきありがとうございます。高松南
RCと共に末永くお願いいたします。」

堀会員「波照間永吉先生、本日は貴重なお話を聞かせていただきまし
た。誠にありがとうございました。」

計￥16,000　　合計￥147,000

会員掲示板
●メークアップ／3名

ロータリーソング「それでこそロータリー」
ソングリーダー「村上会員」

客　話 沖縄県立芸術大学　名誉教授　波照間永吉 先生

森羅万象とは、宇宙や

自然界の全ての存在や現

象を指す言葉であると理解しています。天地の間に広が

り、森羅万象・万物の根源となる気のことを正気(せい

き)。正しい気性、意気のことで、この語は、中国南宋

の忠臣・文天祥（ぶん てんしょう/1236-1283）が詠

んだ『正気の歌（せいきのうた）天地有正氣  雜然賦流

形 下則爲河嶽  上則爲日星 云々（この宇宙には森羅万

象の根本たる気があり、本来その場に応じてさまざまな

形をとる。それは地に下っては大河や高山となり、天に

上っては太陽や星となる。云々）』は、水戸学派の藤田

東湖や尊王攘夷志士らが影響を受けた。

ずっとずっと昔の、私たちのご先祖様は、自分たちの

力の及ばない自然に対して畏怖と崇拝の念をもって、そ

の象徴として大木や大石とその周辺を神として祀ってき

ました。やがて国家が形成され、神話と伝承をまとめた

のが、「日本書紀」であり「古事記」です。また、仏教

が伝来し、やがて土着の神々は仏法を守護する「神仏習

合」の考えがひろまり、仏（本地）が、日本の衆生を救

うために仮の姿で現れたのが神（垂迹）である、日本史

の教科書に出てくる「本地垂迹説」です。

天地の間に広がり、森羅万象・万物の根源となる気、

正しい気性、意気こそ奉仕の理想に集いしロータリアン

の気ではないでしょうか。奉仕のこころがいっぱいの

10月号です。ご高覧ください。 （編集子）

編集後記
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